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各隊員の紹介

成毛　清和子 小関　恵子

西城　舟二
佐藤　洋介

麿　恵美 山坂　千晴

◎出身地：東京都練馬区
◎前住所地：東京都練馬区
◎村山市の好きなところ：自宅から鴨の親子を見ることができること。
◎村山市に住んで驚いたこと：冷たい肉そば（中華）←絶品！
　　　　　　　　　　　　　　白鳥の V 字飛行。
◎ひとことメッセージ：３年間、ありがとうございました。

◎出身地：山形県東根市
◎前住所地：東京都新宿区
◎村山市の好きなところ：毎日、日替わりで温泉♨
◎村山市に住んで驚いたこと：楯山で猿に取り囲まれた
◎ひとことメッセージ：１年目はなかなか気軽に人と会えない年
　　　　　　　　　　　でした。２年目はもっとたくさんの人に
　　　　　　　　　　　会いに行きたいと思います。

◎出身地：宮城県県気仙沼市
◎前住所地：東京都杉並区
◎村山市の好きなところ：山河が美しく、簡素なところ。そして子供たちが
　　　　　　　　　　　　元気にあいさつをしてくれるところ。
◎村山市に住んで驚いたこと：雪が多い☃☃☃
◎ひとことメッセージ：お陰様で３年目を迎えることができました。任務
　　　　　　　　　　　最後の年、悔いを残さないような仕事をしたいと
　　　　　　　　　　　思います。

◎出身地：岩手県奥州市
◎前住所地：東京都杉並区
◎村山市の好きなところ：人が熱い。食べ物がうまい。
◎村山市に住んで驚いたこと：除雪がすごい！（岩手は…）
◎ひとことメッセージ：Linkをぜひご活用ください！

◎出身地：神奈川県横浜市
◎前住所地：神奈川県横浜市
◎村山市の好きなところ：東西に山麓があり、冬の景色はとても
　　　　　　　　　　　　綺麗で好きです。
◎村山市に住んで驚いたこと：ラーメンや蕎麦が美味し過ぎること。
◎ひとことメッセージ：市内の皆さま、今後ともよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　県外の方は、是非一度、村山市に来て下さい！

◎出身地：三重県鈴鹿市
◎前住所地：東京都板橋区
◎村山市の好きなところ：優しい方が多く、活動を応援してくださること。
◎村山市に住んで驚いたこと：想像していたよりも便利な街であること。
◎ひとことメッセージ：市民のみなさん、1 年を通じて、お世話になり
　　　　　　　　　　　ました、ありがとうございました。この冊子を
　　　　　　　　　　　見て興味を持ってくださった方は、ぜひ一度、
　　　　　　　　　　　村山市に足を運んでみてください。

情報発信 『Link MURAYMA』管理、運営、広報

居合道振興・観光プロモーション
起業・創業支援
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じゅんさい沼の管理棟及び道路沿いに設置するため、
「日除けのれん」と「のれん」、「のぼり」の制作に取
り組みました。デザイン制作にあたりジュンサイについ
て調べていると、とっても可愛らしい花を咲かせること
を知り、それをイメージした家紋風に仕上げました。
ジュンサイの花は朝早くに花開きますが花芽の段階で
積まれてしまうので、なかなか見ることがないのかもし
れません。私も一度見てみたいものです。

22002211年年度度のの主主なな活活動動（（33年年目目））

2020年7月の水害時、消防署からの要請でドローンに
よる被害状況確認にあたり、その時の映像はふるさと義
援金など多方面で活用されました。2021年度の「村山市
小学校3・4年生社会科副読本」や「ブックレットシリー
ズ11 村山市の災害と防災」には写真が掲載し、村山市
の歴史に残る写真となりました。
また、「戸沢地域パンフレット」制作では空撮写真を
提供、美しい戸沢地域の風景を掲載しています。

昨年度より参画している村山市６次産業化推進協議会
では、東京2020オリンピック・パラリンピックのホスト
タウンでもあるブルガリア共和国の家庭料理「リュテニ
ツァ」の試作を繰り返し、ついに商品化が決定。
“村山野菜”というブランド化を狙い『村山野菜のう

まみたっぷりリュテニツァ』と商品名を考え、知人に
パッケージラベルのデザインを依頼。女性をターゲット
としたステキな商品に完成しました。ぜひご賞味下さ
い。

●じゅんさい沼修景美化 ●ドローン空撮写真の活⽤ ●６次産業化の取組み

１年目は“村山市のことを知るため”にと積極的に各種イベントや地域に足を運びました。
協力隊の任務の一つでもあるイベントでは、起業創業支援事業として「初めてのドローン講座（全４
回）」を企画開催。婚活事業ではこれまで前例のなかった１泊２日型で企画。県外から参加女性を募
集し素敵な人も見つけてもらうだけでなく、これをきっかけに村山市を好きになってもらいリピー
ターとして関係人口に発展させる狙いもありました。

２年目は“カタチに残す”ことに重点をおいて活動。市内桜の名所の動画配信、ジュンサイ手ぬぐ
いや旧楯岡高校お別れライブ記念Tシャツを制作・販売（売上の一部は2022年オープン予定のLink
MURAYAMAへ寄付）。その他、地域の笑顔あふれる街づくり事業として「245.BASE」を立上げ、2月には
村山市地域おこし協力隊として初めて山形新聞で「提言」を執筆。

●2019年〜2020年の主な活動（１〜２年⽬）

地域や移住に関心のある人や暮らしと地域をつなぐと
して関東圏では定番の雑誌「TURNS」。村山市移住定住
特集の広告掲載するにあたり、村山市の紹介文を移住者
の目線で子育て世代をターゲットにソフトな印象に仕上
げました。写真も私がこれまで撮ったものを使用してい
ますので、本屋でぜひ手に取って見てもらえると嬉しい
です。
▶掲載：「TURNS 4月号」(2022年2月19日発売)

●全国誌で村⼭市を紹介
成成毛毛 清清和和子子
なるけ さわこ

●⼤沢川沿い夜桜ライトアップ（2021年4⽉）

2021年4月、村山駅西口にある大沢川沿いの夜桜が変わりました。
協力隊任期中になんとか改善したいと思っていたライトアップは、知人から
の紹介で幻想的で美しい夜桜をお届けすることができました。
今後、村山市の観光名物の一つになると嬉しいです。

3年間ありがとうございました。





西城 舟二（さいじょう しゅうじ）

（一本目「前」）

（二本目「後ろ」）

（三本目「受け流し」）

（六本目「諸手突き」）

（七本目「三方切り」）







佐 藤 洋 介 ｜ さとう ようすけ

令和３年７月に地域おこし協力隊になりました。岩手県出身、前住所地は東京都です。

前は農林水産省の職員で、平成28年から３年間、村山市政策推進課長として出向しました。

一度、霞が関に戻りましたが、現場で事業に取り組むやりがいや楽しさが忘れられず、

農林水産省を退職して戻ってきました。改めましてよろしくお願いいたします。

村山市役所に出向したのは、ちょうど楯岡高校が

閉校した直後でした。当面は楯岡小学校の仮校舎と

して使われることになっていましたが、その後の使途

は未定。何度も校舎を見に行き、利活用に関心を

持っていただいた方々を案内しているうちに、本当の

母校よりも詳しくなりました。

楯高跡地の検討の仕事は、私にとってやりがいが

あって楽しいものでしたし、村山市に戻りたいと考え

るようになったきっかけです。

協力隊として着任してからも、日々、地域活性化の

拠点となるよう準備をしてきました。

公の施設を設置する場合、必ず条例を制定するこ

とになっています。甑葉プラザやスポーツ施設、地域

市民センターなど、市内にはたくさんの施設がありま

すが、Link MURAYAMAは公共利用と民間利用が共

存することが大きな違いです。双方が連携した官民

協働の拠点になるよう、条例を検討しました。

工夫した点が２つあります。

１つ目は、施設の運営者（＝市）の役割を明確に書

いたことです。にぎわいを生むため施設の利用者の

相互の交流を促すこと、経済効果を生むため施設の

利用者が行う事業や活動を支援すること、そして施

設の利用者と地域の皆さんをつなぐ役割を果たすこ

となどです。こういった規定はあまり前例がないので、

市役所内での条例審査会でも様々な意見が出まし

たが、市の意気込みを示すため、規定を盛り込むこ

とになりました。

２つ目は使用料についてです。一般的な施設使用

料は、市外の人や営利目的の人に対しては割増しに

することが多いです。しかし、Link MURAYAMAは、市

外の人も営利の人も、ぜひ積極的に使用して欲しい

ので、割増し規定は削除しました。

条例案は、市議会で全会一致により可決していた

だきました。課長のときに条例の制定・改正はほぼな

かったので、貴重な経験でした。

施設内に置く備品の検討もしました。特に時間をか

けたのはコワーキングスペースです。入居希望者さ

んに教えてもらったABW（Activity Based Working：働

く人が仕事をするために最適な場所を自分で選ぶこ

とができる働き方）の要素を取り入れました。

集中したい人向けの１人用スペース、資料や道具

を広げられる机のスペース、複数人で打ち合わせが

できるスペース、リラックスできて雑談が生まれるよう

なスペース…。新しい発想が生まれたり、仲間を見つ

けたりできるよう工夫したつもりです。

Link MURAYAMAの検討

Link条例案の作成

より使いやすい施設になるよう備品を検討

より使いやすい拠点に
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けたのはコワーキングスペースです。入居希望者さ

んに教えてもらったABW（Activity Based Working：働

く人が仕事をするために最適な場所を自分で選ぶこ

とができる働き方）の要素を取り入れました。

集中したい人向けの１人用スペース、資料や道具

を広げられる広い机のスペース、複数人で打ち合わ

せができるスペース、リラックスできて雑談が生まれ

るようなスペース…。新しい発想が生まれたり、仲

間を見つけたりできるよう工夫したつもりです。

村山市商工会さんから依頼いただき、YouTubeの

「むらやま あきんどチャンネル」に出演しています。

ナビゲーターとして市内のお店に伺い、こだわりの

商品・サービスや店主の想いを紹介するものです。

この経験を活かして、Link MURAYAMAで市内のお

店の案内をしていきたいと思っています。

薔薇のまち村山で、薔薇の香りを「産業」に

するべく、栽培・加工・販売に挑戦しています。

６月の早朝に行う花の収穫は、幸せな香りに

包まれての作業です。地域の大事な農地を守

りたいという想いも持って取り組んでいます。

むらやま あきんどチャンネル

協力隊任務の外での活動

ブルガリアから取り寄せた “香りの薔薇” ダマスクローズ 農地の利用状況を示した地図

ぜひチャンネル登録お願いします！

■人と地域を幸せにする香り

農林水産省の政策研究に引き続き携わって

います。日本の農業には、農業者があちこち

に分散した農地を利用しているという課題が

あります。この状況を“見える化”し、農地集約

を進めるための研究をしています。

■農地政策の研究員

Link MURAYAMAがどういった施設になるのか、情

報発信にも取り組んでいます。

小関隊員が担当しているSNSやLink Newsでの発

信に加えて、私は少しお堅い方面で発信をしました。

■地域活性化におけるコワーキングスペースの役割
に関する考察

（東北芸術工科大学紀要 第29号（共著））

■人をつなぐ 街が輝く
「リンクむらやま」、廃校の再出発 活性化へ総力戦

（R4.2.23 山形新聞 提言）

■村山市の展望 –Link MURAYAMAで実現したいこと-

（R4.1.17 村山市商工会地域活性化セミナー）

■コワーキングスペースによる地域創生
- 山形県村山市での実践から –

（R3.9.18 地域デザイン学会地域部会研究会）

今後、入居する事業者さんの御紹介や施設内覧会

などを予定しています。ぜひご確認・ご参加ください。

Linkの情報発信
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農林水産省を退職して戻ってきました。改めましてよろしくお願いいたします。

Link MURAYAMAの検討

村山市役所に出向したのは、ちょうど楯岡高校が

閉校した直後でした。当面は楯岡小学校の仮校舎

として使われることになっていましたが、その後の使

途は未定。何度も校舎を見に行き、利活用に関心を

持っていただいた方々を案内しているうちに、本当

の母校よりも詳しくなりました。

楯高跡地の検討の仕事は、私にとってやりがいが

あって楽しいものでしたし、村山市に戻りたいと考え

るようになったきっかけです。

協力隊として着任してからも、日々、地域活性化

の拠点となるよう準備をしてきました。

Link条例案の作成

公の施設を設置する場合、必ず条例を制定するこ

とになっています。甑葉プラザやスポーツ施設、地

域市民センターなど、市内にはたくさんの施設があ

りますが、Link MURAYAMAは公共利用と民間利用

が共存することが大きな違いです。双方が連携した

官民協働の拠点になるよう、条例を検討しました。

工夫した点が２つあります。

１つ目は、施設の運営者（＝市）の役割を明確に

書いたことです。にぎわいを生むため施設の利用者

の相互の交流を促すこと、経済効果を生むため施

設の利用者が行う事業や活動を支援すること、そし

て施設の利用者と地域の皆さんをつなぐ役割を果

たすことなどです。こういった規定はあまり前例がな

いので、市役所内での条例審査会でも様々な意見

が出ましたが、市の意気込みを示すため、規定を盛

り込むことになりました。 より働きやすい施設になるよう備品を検討

２つ目は使用料についてです。一般的な施設使用

料は、市外の人や営利目的の人に対しては割増し

にすることが多いです。しかし、Link MURAYAMAは、

市外の人も営利の人も、ぜひ積極的に使用して欲し

いので、割増し規定は削除しました。

条例案は、市議会で全会一致により可決していた

だきました。課長のときに条例の制定・改正はほぼ

なかったので、貴重な経験でした。

より使いやすい拠点に
施設内に置く備品の検討もしました。特に時間をか

けたのはコワーキングスペースです。入居希望者さ

んに教えてもらったABW（Activity Based Working：働

く人が仕事をするために最適な場所を自分で選ぶこ

とができる働き方）の要素を取り入れました。

集中したい人向けの１人用スペース、資料や道具

を広げられる広い机のスペース、複数人で打ち合わ

せができるスペース、リラックスできて雑談が生まれ

るようなスペース…。新しい発想が生まれたり、仲

間を見つけたりできるよう工夫したつもりです。
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薔薇のまち村山で、薔薇の香りを「産業」に

するべく、栽培・加工・販売に挑戦しています。

６月の早朝に行う花の収穫は、幸せな香りに

包まれての作業です。地域の大事な農地を守

りたいという想いも持って取り組んでいます。

むらやま  あきんどチャンネル

村山市商工会さんからのご依頼で、YouTubeの

「むらやまあきんどチャンネル」に出演しています。

ナビゲーターとして市内のお店に伺い、こだわりの

商品・サービスや店主の想いを紹介するものです。

この経験を活かして、Link MURAYAMAで市内の

お店の案内をしていきたいと思っています。

協力隊任務の外での活動

ブルガリアから取り寄せた “香りの薔薇” ダマスクローズ 農地の利用状況を示した地図

ぜひチャンネル登録お願いします！

■人と地域を幸せにする香り

農林水産省の政策研究に引き続き携わって

います。日本の農業には、農業者があちこち

に分散した農地を利用しているという課題があ

ります。この状況を“見える化”し、農地集約を

進めるための研究をしています。

■農地政策の研究員

■○○○○○○○○○○○○○
（R4.2.11 山形新聞「提言」）

■新春対談2022
（R4.2.1 むらやま市議会だより112号）

■村山市の展望 -LinkMURAYAMAで実現したいこと-

（R4.1.17 村山市商工会地域活性化セミナー）

■コワーキングスペースによる地域創生
- 山形県村山市での実践から –

（R3.9.18 地域デザイン学会地域部会研究会）

今後、入居使用する事業者の皆さんの御紹介や、

施設の内覧会などを予定しています。ぜひ御確認・

御参加いただけますとうれしいです。

Linkの情報発信

Link MURAYAMAがどういった施設になるのか、情

報発信にも取り組んでいます。

小関隊員が担当しているSNSやLink Newsでの発

信に加えて、私は少しお堅い方面で発信をしました。

全国農地ナビ, 画像©2022, CNES/Airbus, Maxar Technologies, Planet.com
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